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る 2S個の 1/2 スピン聞の量子相関によってスピンがスクイズされることを示す。 S-スピンをスクイズする最も基本
的な非線形相互作用として 1 本の軸の回りにスピンをひねるハミルトニアンを提案し，平均スピンベクタに垂直なスピ





子の非線形分岐として，両腕に光 Kerr媒質を含む非線形 Mach -Zehnder 干渉計と両腕聞にクーロン相互作用のある
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による 1 軸および 2軸のひねりによってスクイジングが実現し得ること，および，スピン成分の不確定性の抑圧限界を
はじめて明らかにしている。
従来は分岐雑音はビームスプリッタの空きポートに入射する真空場によるものと考えられており，この抑圧法として
空きポートへの零点スクイズド光注入が提案されていたが，著者はここではこのような考え方がフェルミ粒子に適用で
きないことを指摘し分岐雑音の本質が粒子の統計性に依らないもっと一般的なもの，つまり分岐装置の線形性にある
こと，及び，非線形分岐により粒子数と位相の分岐雑音の取引きが可能なことをはじめて見い出している。そしてこの
最初の例として，フェルミ粒子の分岐雑音を抑圧する両腕聞にクーロン相互作用のある電子の非線形 Mach-Zehnder 
干渉計を提案している。さらに，反対符合の非線形性をもっ非線形干渉計の組み合わせによる分岐雑音の抑圧効果の増
強法についても提案を行っている。
以上の様に，本論文は，スクイジングの一般化による量子不確定性の制御に関して多くの新しい知見を含むもので，
基礎物理，及び，量子光学の発展に寄与するところが大である。よって博士(理学)論文として価値あるものと判断す
る。
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